


事 務 連 絡

平成２３年４月２７日

各都道府県介護保険主管部（局）御中

厚生労働省老健局振興課

応急仮設住宅地域における高齢者等のサポート拠点等の設置について

東日本大震災により被災した方等への必要な介護保険サービス等の確保について、

多大なご配慮、ご尽力をいただき、厚く御礼申し上げます。

さて、東日本大震災の被災地において応急仮設住宅の建設・入居が始まっていると

ころですが、応急仮設住宅における要介護高齢者等の安心した日常生活を支えるため

には、応急仮設住宅地域に、高齢者等に対する総合相談、デイサービスや生活支援サ

ービスを提供するため、以下のような機能を有するサポート拠点等を設置することが

有効と考えられます。

これを踏まえ、国においては、当該サポート拠点等の設置・運営に必要となる財政

的支援として、平成２３年度第一次補正予算（案）において、介護基盤緊急整備等臨

時特例基金（地域支え合い体制づくり事業分）を積み増し、当該基金を活用した対応

を検討しております。

つきましては、別紙の通り、当該サポート拠点の設置・運営イメージ等を送付いた

しますので、当該基金の積み増し対象となる被災地各県（青森県、岩手県、宮城県、

福島県、茨城県、栃木県、千葉県、新潟県、長野県）におかれましては、サポート拠

点の設置・運営にあたりご参照下さい。また、対象外の都道府県におかれましても、

当該取組みについてご了知いただき、被災地に対する所要のご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

なお、関連して、被災地各県に対し 「応急仮設住宅地域における高齢者等のサポ、

ート拠点等の設置について （平成２３年４月１９日付事務連絡）を発出しておりま」

すので添付いたします。









事 務 連 絡 

平成２３年４月１９日 

○○県高齢者保健福祉主管部（局）御中 

（青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、千葉県、新潟県、長野県） 

厚生労働省老健局総 務 課 
高齢者支援課 
振  興  課 
老人保健 課 

 

応急仮設住宅地域における高齢者等のサポート拠点等の設置について 
 

  東日本大震災により被災した方等への必要な介護保険サービス等の確保に

ついては、多大なご配慮、ご尽力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 さて、東日本大震災の被災地において応急仮設住宅の建設・入居が始まっ

ているところですが、応急仮設住宅における要介護高齢者等の安心した日常

生活を支えるためには、応急仮設住宅地域に、高齢者等に対する総合相談、

デイサービスや生活支援サービスを提供するため、以下のような機能を有す

るサポート拠点等を設置することが有効と考えられます。 
このような観点から、貴県における応急仮設住宅の建設計画の策定に当た

っては、このようなサポート拠点等を積極的に整備されるよう、建設部局と

連携し、必要な対応をお願いいたします。 

国においても、このようなサポート拠点等の設置・運営に必要となる財政

的支援を検討しているところです。 

 また、本件については、国土交通省住宅局とも情報共有していることを申

し添えます。 

 なお、別紙のとおり、新潟県中越地震の際に応急仮設住宅地域に設置され

たサポートセンター等の概要を添付しますので、参考としてください。 

 

【高齢者等のサポート拠点に必要と考えられる機能（例）】 

・総合相談機能（ライフサポートアドバイザー（ＬＳＡ）の配置等） 

・デイサービス 

・居宅サービス等（居宅介護支援、訪問介護、訪問看護、診療機能等） 

・配食サービス等の生活支援サービス・ボランティア等の活動拠点 

・高齢者、障害者や子ども達が集う地域交流スペース 

 

○ 別紙１ 仮設住宅に付設する介護等のサポート拠点について（イメージ） 

○ 別紙２ 新潟県中越地震に係る応急仮設住宅地におけるデイサービスセン

ターについて 

○ 別紙３ グループホーム型仮設住宅（福祉仮設住宅）（例） 





 
別紙２ 

新潟県中越地震に係る応急仮設住宅地におけるデイサービスセンターについて 

 
１．概要 

長岡市の長岡駅近くの仮設住宅地において、被災した高齢者等の生活を支援するた

め介護保険サービスを始めとするサービスの拠点を整備 
 

２．サービスセンターの内容 

 《名称》サポートセンター千歳 
 《内容》仮設住宅（４５９戸）の集会所として設置 
 《面積》３００㎡ 
 《機能》集会室、トイレ、デイルーム、洗濯室、浴室、厨房等 

      ※浴室、厨房は災害救助法の応急仮設住宅の集会場の機能としては対象外 
 《運営》社会福祉法人長岡福祉会に委託 
 《サービスの内容》通所介護、訪問介護・看護、配食サービス、生活相談、地域交流 

 
図：サポートセンター千歳平面図 

 



別紙３ 

グループホーム型仮設住宅（福祉仮設住宅）について 

 
 
○ ニーズに応じた仮設住宅の整備 

    応急仮設住宅の整備にあたっては、仮設住宅群において高齢者や障害者に

配慮した仕様など、ニーズに応じた応急仮設住宅（福祉仮設住宅）の整備に

考慮。   

    

○ 住宅の概要（設備のイメージ） 

  ・ １階建て 
  ・ １棟あたり、和室又は洋室（4.5 畳～）で９室 

・ 浴室、台所、共同生活スペース（居間、食堂など）、管理室 
※ IH クッキングヒーターや暖房設備など防災に関する配慮が必要。 

 
 

   図：福祉仮設住宅のイメージ 

 
＊ グループホーム型の福祉仮設住宅において、これまでのサービスを継続して

提供できている場合は介護報酬を請求することが可能。 

＊ 継続したサービスの提供にあたっては、これまでかかわってきた介護職員に

よる介護サービスの提供に考慮。 
      
 
 




